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子ども食堂にやってくる子どもたちに、食事とともに大道芸などのパフォーマンスを楽しんでもらう「スマイルごはんプロジェクト」

コロナ禍の難しい状況のなか、子どもたちが楽しめるパフォーマンスを届けた

たくさんの笑顔に出会うことができ、POSCに感謝しております
ご協力いただけたことで、このコロナ禍のなかでもたくさんの笑顔に出会う活動をするこ

とができました。世の中の状況は大変に難しく、2020年度の助成の対象でなかったら、
私たちの活動は休止せざるを得なかったと思います。まだしばらく難しい状況は続いていき
ますが、子どもたちの笑顔のために活動していきたいと思っています。

助成団体：特定非営利活動法人　中部大道芸ネットワーク	 http://cdn.or.jp

子ども食堂も大道芸も子どもたちを　　　
笑顔にしたいという共通の目的がある

岐阜県各務原市に拠点を置く「中部大道芸ネットワーク」

は、大道芸を通した社会貢献活動を目指し、大道芸の普

及啓発活動、大道芸の技術向上と育成指導活動、大道

芸によるボランティア活動などを行っている。同団体が、

2020年の初めから主にボランティアとしてその活動をスター

トさせたのが、「スマイルごはんプロジェクト」である。

このプロジェクトは、子ども食堂にやってくる子どもたちに、

食事とともに大道芸、ジャグリング、バルーン、マジック、科

学実験などのパフォーマンスを楽しんでもらおうというもの

だが、子ども食堂も大道芸も同じ子どもたちの笑顔のため

に活動をしているということから、大道芸が子ども食堂の

ために何かお手伝いできないだろうかという発想で始めた

ものだ。また、子ども食堂は貧困対策だけが目的ではなく、

地域活動の拠点として広い世代の交流や孤食の解消な

ども目的としているのだが、貧困が強調されることで支援

が必要な人が参加を躊躇してしまうという実情もある。そ

こで人を呼び寄せる工夫として大道芸が協力することで、

足を運ぶ一つのきっかけになるのではないかと考えたという。

ところが、2020年度はコロナ禍の中で感染の恐れから、

子ども食堂自体が開設されないという状況が続き、一時は

事業の中断も考えた。しかし、学校が休校になったり、児

童館なども活動が中止に追い込まれたりすることで、楽し

みが減ってしまった子どもたちに対して、こういうときだから

こそ楽しい時間を届けたいと思い直し、食事の提供を子

ども食堂に頼らなくてもいいよう、キッチンカーや飲食店に

食事の提供をお願いし、大道芸もできるだけ屋外で行うよ

うに計画を変更して実施した。

コロナ禍の厳しい状況でもあきらめず　　
子どもたちに笑顔を届ける活動を実施

コロナ禍という厳しい状況ではあったが、2020年度は

三重県いなべ市／カフェうぃこっちゃね（8月1日・2日、参

加者120名）、岐阜県恵那市／恵那文化センター（8月8

日・9日、同80名）、愛知県田原市／ララグラン（9月12日・

13日、同200名）、愛知県長久手市／モリコロパーク（10

月10日・11日、同120名）、愛知県豊橋市／豊橋市こども

未来館ここにこ（10月24日、同200名）、愛知県大府市／

あいち健康の森公園（10月24日・25日、同200名）、愛知

県名古屋市／大高緑地（11月23日、同200名）、愛知県

東浦町／みんなのいえ（12月19日、同50名）、愛知県名

古屋市／つなぐハウス（12月21日、同20名）、愛知県名

古屋市／前津児童館（1月9日、同20名）で、「スマイルご

はんプロジェクト」を実施することができた。

「本来ならばもっと多くの子ども食堂に協力することがで

きただろうし、もっと多くの子どもたちの笑顔に出会えたは

ずだと思うと非常に残念ですが、この状況のなかでも子ど

もたちを支援する活動ができたことは非常に有意義だった

と思う。それもこれも助成があったからで、特にコロナ禍の

最中でメンバーにボランティア活動する余裕が全くなかっ

たため、助成金がなかったら活動を休止せざるを得なかっ

たと思います。行った先、行った先で、待ってましたといわん

ばかりの子どもたちの満面の笑顔に出会えたことが印象

に残っているし、実施した会場からも子どもたちの楽しみ

が少ないこの時期に、安全に開催することができてよかっ

たと感想をいただいています」と、同団体では感謝と事業

の手応えを語ってくれた。

特定非営利活動法人　中部大道芸ネットワーク
理事長　鈴村 仁志さん

一般助成　子どもの健やかな成長を願う事業（やすらぎ・いたわり）

「スマイルごはんプロジェクト」事業

子ども食堂でごはんと一緒に大道芸を楽しむ
夢のあるプロジェクトが今こそ必要と信じて

子どもたちに笑顔を届けるため、子ども食堂と協力しておいしいごはんと楽しいパフォーマンスを提供しようというプ
ロジェクトが、中部地方を中心に活動する大道芸のネットワーク団体によって行われている。コロナの影響を大きく
受け、子どもたちが楽しめるイベントがどんどん中止になっていくときだからこそ意義がある事業といえるだろう。


